
 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

■司 会 ／ 大泉博典ＳＡＡ  

■会長挨拶 ／ 平野泰治 会長 

皆さん、明けましておめでとうございます。新しい年、酉年がスタートしました。昔から

申酉騒ぐと言われるように、これまでも酉年は、大きく世の中が動く激動の年となるとさ

れています。このたとえ通りに、昨年から今年にかけては、大きな時代の転換期になると

思います。世の中はバタバタと動きますが、我々は、慌てず騒がず、しっかりと足を地に

着け、ロータリー活動に取り組み、酉年に相応しく、大空に羽ばたきたいと思います。 

 

■出席報告  

例 会 日 会 員 数 出 席 者 欠 席 者 出 席 率 

1 月 12 日                   12 名 11 名 1 名 91.7％ 

     2 週間前の補正後出席率 12 名中  12 名   100% 

 

■ニコボックス 

 遠藤会員・・・ようこそお詣りいただきました。鈴鹿ベイロータリークラブが良き年であ

りますよう祈念いたします。 

川岸会員・・・カミさんが皆さんに食べてていただくようぜんざいを作ってくれました。 

        ご賞味ください。 

 宮﨑会員・・・今年は私の都合で「おでん」は作れませんでした。代わりに美味い酒一本

を持参いたしました。 

 

■例会  ／ 新年例会 ／ クラブ奉仕部門担当 

２０１７年、第１回目の例会が今年も彌都加伎神社で行われました。例会の前には恒例の

参拝を行い、遠藤宮司に鈴鹿ベイロータリークラブの平和と発展を願う祈祷祝詞を奉納し

ていただきました。 

参拝の後には社務所広間にて会員相互の親睦を深めました。 

第１２４２回 例会報告（2017 年 1 月 12 日） 

新年例会 

クラブ奉仕部門担当 
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代表参拝の平野会長 

 

 

 

 

 

国際ロータリーのライズリー次期会長が次年度のテーマを発表 

 

次期地区ガバナーに向けて講演したライズリー氏は、

2017-18年度の会長テーマ「ロータリー：変化をもたらす」

を発表しました。 

環境の悪化と世界的な気候変動は全人類への脅威であると、

ライズリー氏は述べます。「影響を最も受けやすいのは弱い

立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、ロータ

リーが助けていく必要があるのです。それにもかかわらず、 

環境問題がロータリーで議題に上がることはほとんどあり 

ません」環境悪化は、国連の「脅威、挑戦および変革に関す

るハイレベル・パネル」によっても主な脅威のひとつとされ

ています。 

環境の持続可能性がロータリーの懸念分野ではないと言えたのは、昔の話です 

 

「この取り組みで 120万本の新しい樹木が植えられ、環境への良い影響があるでしょう。し

かし、それよりもっと大きな影響があると願っています」と会長エレクト。「それは、この取

り組みを通じて、この地球に住む人だけでなく、地球そのものを救う責任がロータリーには

あると、私たちが気づくことです」 

「一人ではできないことも力を合わせれば実現できると、私たちは知っています。（中略）こ

のチームワークと協力の精神を忘れずに、地域に戻って実践してください」 


